
環境保全センター（環境保全研究室）における研究活動 

◆ 研究課題の概要 
⼈間活動に伴って川や海へ排出される化学物質を適正に管理するため、化学物質はどこから⽔環境中に排出され
るか（⽔圏排出源）、⽔環境中ではどうなるのか（環境中運命）について研究を⾏っています。具体的には、河川
等における現地調査と、吸着試験等の室内実験を実施し、微量有機化学物質の⽔環境中動態を数理モデルで再現
することを⽬指しています。 
 
◆ 実施中の研究テーマ 
研究テーマ１：家畜⽤医薬品の⽔圏排出モデルの構築 
医薬品は⼈だけでなく、家畜に対しても多くの量が使われています。家畜も気温の変化等で⾵邪を引くことがあ
りますが、例えば豚は、狭い⼩屋で多くの数を飼育するため、１頭が病気になったら⼩屋全体の豚に対して医薬
品が投与されることが多いですし、寒くなってきた時期には、病気になる前に予防のために医薬品を投与する養
豚場もあります。これらにより、基本的にはヒト１⼈よりも豚１頭の⽅が年間での医薬品使⽤量（g/年）は圧倒
的に多く、畜産業が盛んな地域では、家畜⽤医薬品による⽔環境汚染が報告されています。そこで本研究室では、
「家畜に投与された医薬品は、どこから、どれくらいの量が⽔環境中に排出されているのか」を明らかにするこ
とを⽬的とし、全国の畜産地域における家畜⽤医薬品の河川調査及び、数理モデルの構築を進めています。 

 
 
研究テーマ２：医薬品の⽔環境中運命の予測 
医薬品等の有機化学物質は、分解や他媒体移⾏により、河川流下過程において消失する可能性があり、使⽤後の
医薬品を適正に管理するためには、⽔環境中運命の理解が必要です。この中でも特に医薬品の底質等への吸着に
ついては不明瞭な点が多いため、本研究室では「静電気的吸着を受けやすい陽イオン性の医薬品に対する⽔環境
中動態の解明」を⽬的とした研究を進めています。 

 



研究テーマ３：陽イオン界⾯活性剤の⽔環境中動態の解明 
陽イオン界⾯活性剤は抗菌作⽤を有しており、⼿指や物（テーブル・ドアノブ等）の消毒に⽤いられているため、
COVID-19 パンデミックにより使⽤量が急増しました。厚⽣労働省は⼿指消毒にはアルコールを推奨しています
が、実際は⼿指消毒のための商品にも陽イオン界⾯活性剤が含まれているものは多くあります。また、陽イオン
界⾯活性剤は、医療器具や術後患者の⼿術部位の消毒にも重宝されており、今後、陽イオン界⾯活性剤には更な
る需要の増加が⾒込まれています。しかし、国内では、陽イオン界⾯活性剤の⽔環境中動態を明らかにした研究
はまだほとんどありません。そこで本研究室では、「国内河川における陽イオン界⾯活性剤の⽔環境中動態の解
明」を⽬的とし、陽イオン界⾯活性剤の濃度分析⼿法の構築及び、全国河川調査による汚染実態の解明を進めて
います。 

 
 
◆ 上記テーマに関連する研究費 
2023 年 10 ⽉〜2024 年 9 ⽉ クリタ⽔環境科学振興財団・国内研究助成「国内流域における陽イオン界⾯活性

剤のホットスポット形成機構の解明」（研究代表者：花本） 
2022 年 4 ⽉〜2025 年 3 ⽉ 環境省・環境研究総合推進費・⾰新型研究開発（若⼿枠）「国内河川における陽イ

オン界⾯活性剤の濃度予測⼿法の構築」（研究代表者：花本） 
2021 年 4 ⽉〜2026 年 3 ⽉ 科研費・基盤研究(B)「家畜糞尿管理⽅式の地域性を考慮した家畜由来薬剤・微⽣

物による⽔圏汚染のモデル化」（研究代表者：花本） 
2020 年 10 ⽉〜2023 年 9 ⽉ クリタ⽔環境科学振興財団・国内研究助成「国内河川における動物⽤医薬品の濃

度予測モデルの開発」（研究代表者：花本） 
2019 年 4 ⽉〜2021 年 3 ⽉ 科研費・若⼿研究「畜産地域における動物⽤医薬品の排出・流出モデルの構築」（研

究代表者：花本） 
2019 年 4 ⽉〜2020 年 3 ⽉ 公益財団法⼈河川財団・河川整備基⾦助成事業助成「国内河川における動物⽤医薬

品の濃度予測に関する研究」（研究代表者：花本） 
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